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広
域
ご
み
処
理
施
設

候
補
地
選
定
に
向
け
て

地
域
に
新
た
な
価
値
を
生
み
、

地
域
に
貢
献
す
る
施
設
を
目
指
し
て

第
３
次
総
合
計
画
の
推
進
や

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
ま
す

市
民
意
識
調
査
の

結
果
を
公
表

　
市
民
の
暮
ら
し
の
現
状
を
知
り
、
市
政

へ
の
意
見
を
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
反

映
さ
せ
る
た
め
「
市
民
意
識
調
査
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
詳
し
い
調
査
結
果
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
で
き
ま
す
。

□
対
象
　
18
歳
以
上
の
市
民
か
ら
２
５
０

０
人
を
無
作
為
に
抽
出

□
調
査
方
法
　
調
査
票
を
郵
送
し
、
郵
送

か
オ
ン
ラ
イ
ン
で
回
答
を
回
収

□
調
査
時
期
　
令
和
７
年
８
月

□
回
収
数
　
１
４
０
４
件

□
回
収
率
　
５６
・
２
㌫

※
小
数
点
以
下
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
が

１
０
０
㌫
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

※
子
育
て
環
境
へ
の
質
問
は
、
高
校
生
未
満
の
子
ど
も

が
い
る
回
答
者
の
回
答
を
抽
出

回答者の年代別割合

3030歳未満歳未満
8㌫8㌫

30代
8㌫

40代
15㌫

50代
19㌫

60代
24㌫

70代～
16㌫

無回答無回答
9㌫9㌫

■調査結果の一部

Q. 市の子育て環境をどう思いますか

良い やや良い やや悪い 悪い
わからない・回答なし

普通

0 20 40 60 80 100

Ｗ
杯

R6

R7
14㌫

10㌫

22㌫

22㌫

36㌫

39㌫

14㌫

17㌫

9㌫ 4㌫

10㌫ 4㌫

住み続けたい 市内で引っ越したい
市外へ引っ越したい わからない
回答なし

0 20 40 60 80 100

R6

R7 60㌫

63㌫

5㌫

4㌫

25㌫

21㌫

9㌫

10㌫ 2㌫

1㌫
Q. 今の場所に住み続けたいですか

　
市
は
、令
和
１５
年
度
の
稼
働
を
目
指
し
、

中
津
川
市
と
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
向
け

た
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
建
設

候
補
地
の
選
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
経
緯

　
昨
年
４
月
か
ら
７
月
末
に
、
建
設
候
補

地
の
公
募
を
行
い
ま
し
た
が
、
応
募
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
１０
月
か
ら
11
月
末
に
建
設
候

補
地
選
定
の
た
め
の
検
討
資
料
と
し
て
土

地
の
情
報
提
供
を
募
集
。
地
域
の
皆
さ
ん

や
土
地
所
有
者
の
方
か
ら
多
く
の
情
報
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■
建
設
候
補
地
の
選
び
方

　
寄
せ
ら
れ
た
土
地
の
情
報
を
も
と
に
、

中
津
川
・
恵
那
広
域
ご
み
処
理
施
設
整
備

建
設
候
補
地
検
討
委
員
会
が
、
公
平
で
客

観
的
な
評
価
を
行
い
、
複
数
の
候
補
地
を

挙
げ
ま
す
。

　
三
段
階
の
評
価
を
経
て
候
補
地
が
選
定

さ
れ
た
後
、
そ
の
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
を

面積やアクセス
など、基本条件
の確認

一次評価
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
丁
寧
な

説
明
を
行
い
、
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら

進
め
ま
す
。

問
　
環
境
課
志
２
６
︱
６
８
４
７
、
中
津

川
・
恵
那
広
域
行
政
推
進
協
議
会
志
２
６

︱
１
１
１
１
（
内
線
４
１
１
）

問
　
企
画
課
志
２
６
︱
６
８
０
６

Q. 日用品の買い物環境をどう思いますか

快適 不便
わからない・回答なし

普通

0 20 40 60 80 100

Ｗ
杯

R6

R7 17㌫

18㌫

57㌫

55㌫

23㌫

25㌫

3㌫

3㌫

新しい施設でごみ処理の効率を高め、
環境への負担を減らします。
　　　より安心安全なごみ処理施設を
　　　実現するために、広域化は必要
　　　な取り組みです。

大
切
な
権
利
を
放
棄
し
な
い
で

投
票
に
出
か
け
ま
し
ょ
う

２
月
８
日
は

衆
議
院
議
員
総
選
挙

選
挙
の
種
類

小
選
挙
区
選
挙
・
比
例
代
表
選
挙
・
最
高

裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

と
き

２
月
８
日
㈰
午
前
７
時
～
午
後
８
時
（
笠

置
町
、
中
野
方
町
、
飯
地
町
、
山
岡
町
、
明

智
町
、串
原
、上
矢
作
町
は
午
後
７
時
ま
で
）

投
票
場
所

投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所

※
入
場
券
が
な
く
て
も
本
人
確
認
が
で
き

れ
ば
投
票
で
き
ま
す

投
票
で
き
る
方

市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
❶
平
成
20
年
２
月
９
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
❷
令
和
７
年
10
月
２６
日
ま
で
に
転
入

届
を
提
出
し
、
引
き
続
き
恵
那
市
に
居
住

し
て
い
る
方

■
期
日
前
投
票

□
市
役
所
会
議
棟
　
１
月
２８
日
㈬
～
２
月

７
日
㈯
午
前
８
時
半
～
午
後
８
時

□
各
振
興
事
務
所
　
２
月
２
日
㈪
～
７
日

㈯
午
前
８
時
半
～
午
後
６
時

※
入
場
券
が
届
い
て
い
な
く
て
も
本
人
確

認
が
で
き
れ
ば
期
日
前
投
票
で
き
ま
す

◀市ウェブサ
イト選挙制度
のページ

住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
へ

住
ま
い
を
案
内

市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

種類 住宅名 所在地 構造 間取り 戸数 家賃

市営

鏡山住宅 大井町 集合住宅

３LDK 1 22,400円～ 44,000円

２LDK １ 18,300円～ 36,000円

２LDK 1 19,000円～ 37,400円

大洞住宅 長島町 集合住宅 ３DK 1 14,000円～ 25,100円

田沢団地 山岡町 戸建住宅 ４DK １ 20,200円～ 39,600円

滝坂ハイツ15 明智町 集合住宅
３DK １ 19,500円～ 38,300円

３LDK 2 22,300円～ 43,800円

滝坂ハイツ17 明智町 戸建住宅 ３DK 2 19,800円～ 38,900円

滝坂ハイツ21 明智町 集合住宅

２LDK １ 21,800円～ 42,800円

２DK 2 16,600円～ 32,600円

３DK １ 21,800円～ 42,800円

末広住宅 上矢作町 集合住宅
３LDK ２ 21,300円～ 41,900円

２LDK １ 18,900円～ 37,100円

□対象　住宅に困っていて市税の滞納がな
く、親族と同居できる方（所得制限あり）
※詳しい条件や住宅の設備などは、問い合
わせください
□申し込み方法　建築住宅課窓口で申込書
を入手し、必要書類を添えて申し込む。
※窓口に来る前に連絡ください
□申込期間　2月2日㈪～ 13日㈮

◀市ウェブサ
イト市営住宅
のページ

※受け付けは平日のみ
□決定方法　選考（抽選の場合あり）
□入居可能日　3月下旬
□その他　若者住宅（明智町、上矢作町）、
特定公共賃貸住宅（串原）、定住促進住宅（飯
地町）、一般住宅（串原）は、入居者を随時
募集しています。
申・問　建築住宅課（本庁舎2階）志26-6840

　
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
み

２
月
１
日
㈰
か
ら
投
票
が
始
ま
り
ま
す

１
月
２８
日
㈬
～
３１
日
㈯
に
期
日
前
投
票

を
し
た
方
は
、
国
民
審
査
の
た
め
に
再

度
入
場
で
き
ま
す
（
当
日
投
票
含
む
）。

■
不
在
者
投
票

　
期
日
前
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

方
で
、
仕
事
や
出
産
な
ど
で
市
外
に
滞
在

し
て
い
る
方
や
、
指
定
の
病
院
や
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
院
、
入
所
し
て
い

る
方
は
、
事
前
に
手
続
き
を
す
る
こ
と
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

■
郵
便
投
票

　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
や
要
介
護
５

の
方
で
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
事
前
に

手
続
き
を
す
る
こ
と
で
郵
便
投
票
が
で
き

ま
す
。

問
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
志
２
６
︱
２
１

１
６

関係法令や地形
などの確認

二次評価
収集運搬の効率
や周辺環境への
影響などの確認

三次評価候
補
地
の
選
定

国
民
審
査
は
２
月
１
日
か
ら

◀市ウェブサ
イト市民意識
調査のページ

◀市ウェブサ
イト広域ごみ
処理のページ

。
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」

　
郷
土
の
先
人
、
下
田
歌
子
を
顕
彰
す
る

「
下
田
歌
子
賞
」。
全
国
か
ら
４
１
１
２
作

品
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
入
賞

作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
入
賞
者
の
う
ち
、
市
内
在
学
の
方
を
紹

介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

■
エ
ッ
セ
ー

小
学
生
の
部
（
応
募
数
１
５
４
点
）

▽
優
秀
賞
＝
勝
明
凜（
長
島
小
学
校
２
年
）

渡
邊
望
心
（
長
島
小
学
校
5
年
）

▽
佳
作
＝
　
井
陽
菜
乃
（
長
島
小
学
校
６

年
）、
遠
藤
航
平
（
長
島
小
学
校
4
年
）、

酒
井
ひ
よ
り
（
武
並
小
学
校
5
年
）、
土

田
祥
平
（
長
島
小
学
校
6
年
）、
山
本
陽

菜
（
武
並
小
学
校
5
年
）

▽
嚶
鳴
協
議
会
賞
＝
加
納
太
葵
（
岩
邑
小

学
校
6
年
）

中
高
生
の
部
（
応
募
数
９
６
２
点
）

▽
佳
作
＝
太
田
和
花（
岩
邑
中
学
校
3
年
）

第
23
回
下
田
歌
子
賞
の

入
賞
者

テ
ー
マ
は
「
今
、
私
が
一
番
大
切
に
思
う
こ
と
」

エ
ッ
セ
ー
と
短
歌
を
募
集

地
歌
舞
伎
や
文
楽
な
ど
、

古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
芸
能
を
披
露

第
35
回

市
伝
統
芸
能
大
会

、
■
短
歌

小
学
生
の
部
（
応
募
数
１
１
９
１
点
）

▽
最
優
秀
賞
＝
宇
野
雅
（
岩
邑
小
学
校
２

年
）

▽
入
選
＝
青
木
彩
乃（
大
井
小
学
校
６
年
）、

安
藤
要
仁
（
串
原
小
学
校
４
年
）、
伊
藤

璃
咲
（
大
井
第
二
小
学
校
６
年
）

中
高
生
の
部
（
応
募
数
１
１
７
９
点
）

▽
入
選
＝
田
島
煌
士
（
恵
那
農
業
高
校
２

年
）、
藤
谷
一
花
（
明
智
中
学
校
３
年
）

問
　
社
会
教
育
課
志
２
６
︱
６
8
5
3

　「
つ
な
ご
う
　
伝
え
よ
う
　
恵
那
の
伝

統
芸
能
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
伝
統
芸
能
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
地
歌
舞
伎
や
文
楽
、
囃は

や

子し

な
ど
の
伝
統

芸
能
の
他
、
創
作
黙
劇
「
御お

め

み

え

目
見
得
暗だ

ん

闘ま
り

の
上
演
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
花
道
展
や
呈
茶
コ
ー
ナ
ー
、
地

域
特
産
品
の
販
売
、
大
井
文
楽
人
形
の
展

示
な
ど
も
あ
り
、ど
な
た
で
も
楽
め
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
15
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

5
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
無
料

問
　（
公
財
）
市
文
化
振
興
会
志
２
６
︱

６
9
1
7

【
出
演
】

◦
大
井
文
楽
保
存
会

◦
中
野
方
め
れ
た
囃ば

や

子し

保
存
会

◦
大
井
恵
那
峡
と
ん
と
ん
節
保
存
会

◦
明
智
町
歌
舞
伎
保
存
会

◦
神
田
昌ま

さ

味み

と
日
に
日
に
熟
成
会

◦
飯
地
五
毛
座
歌
舞
伎
保
存
会

◦
岩
村
町
獅
子
舞
保
存
会

◦
明
智
太
鼓
保
存
会

◦
浅
間
七
福
万
歳
保
存
会

◦
御
目
見
得
暗
闘
（
市
内
各
団
体
代

　

表
出
演
）

◀市ウェブサ
イト伝統芸能
大会のページ

認
知
症
に
な
っ
て
も

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
て

認
知
症
の
当
事
者
が

思
い
を
語
る
講
演
会

　
県
認
知
症
希
望
大
使
と
し
て
活
動
す
る

髙
谷
登と

み

こ
美
子
氏
を
講
師
に
招
き
、
認
知
症

へ
の
理
解
を
深
め
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
地
域
を
考
え
る
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
２８
日
㈯
午
後
１
時
半
～
３

時□
と
こ
ろ
　
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

障
が
い
者
の
新
し
い
働
き
方
と

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る

分
身
ロ
ボ
ッ
ト
と

開
発
者
に
よ
る
講
演
会

　「
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
ロ
ボ
ッ
ト
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
開
発
さ
れ
た
分
身
ロ
ボ
ッ

ト
「
Ｏオ

リ

ヒ

メ

ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ
ｍ
ｅ
」。

　
開
発
者
の
吉
藤
オ
リ
ィ
氏
と
同
ロ
ボ
ッ

ト
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
操
作
す
る
人
）
を
講

師
に
招
き
、
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
の
仕
組
み
や

活
用
事
例
、
障
が
い
者
の
新
し
い
働
き
方

な
ど
を
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
で
生
ま
れ
る
社
会
と

の
つ
な
が
り
や
新
た
な
可
能
性
を
考
え
ま

せ
ん
か
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

□
と
き
　
３
月
６
日
㈮
午
後
７
時
～
８
時

□
と
こ
ろ
　
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
無
料

問
　
社
会
福
祉
課
志
２
６
︱
２
１
１
９

□
定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
む
か
、
電
話
で
申
し
込
む
。

※
講
師
や
そ
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８岐阜県認知症希望大使とは

　認知症になっても希望を持って前向きに暮らして
いる姿を、自らの言葉で発信する方。岐阜県が委嘱
します。
　他の認知症の人や地域の人たちが、認知症につい
て希望を見いだし、住み慣れた地域の中で自分らし
く暮らし続けられるようになることを目的に、活動
しています。

髙谷登美子氏プロフィル

▪関市在住
▪74歳の時に「アルツハイマ
ー型認知症」と診断される
▪現在はデイサービスや訪問
介護サービスを利用し、家族
の見守りのもと一人暮らしを
している
▪77歳の時に「岐阜県認知症希望大使」の委嘱を受
け、地域で前向きに暮らす姿や自身の体験、思いを
発信する活動をしている
▪フィリピンのマリンドゥケ島に移住していた経験
があり、島の活性化のための活動や、現地の人の働
く場を作り技術指導などをしていた

吉藤オリィ氏プロフィル

▪株式会社オリィ研究所共同
創業者代表取締役所長CVO
▪大学在学中、自身の不登校
の経験をもとに孤独解消を目
的とした分身ロボットOriHi
meを開発し、25歳で株式会
社オリィ研究所を設立
▪OriHimeの他、意思伝達装置や車いす使用者のた
めのバリアフリーマップアプリなどを開発
▪「ベッドの上にいながら、会いたい人と会い、社
会に参加できる未来の実現」を理念に、開発を進め
ている
▪趣味は折り紙

分身ロボット「OriHime」

カメラやマイク、スピーカーが内
蔵されたロボット。インターネッ
トを通じて遠隔操作をすることで
離れた場所にいてもその場にいる
ように声や身振りでコミュニケー
ションを取ることができます。

Ⓒ OryLab Inc.

Ⓒ OryLab Inc.

※OriHimeは株式会社オリィ研究所の登録商標です

、

◀申し込みフ
ォーム

◀市ウェブサ
イトオリヒメ
講演のページ ▲賞状を受け取る宇野雅さん


